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会社概要
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創業から半世紀以上 様々な小売関連事業に参入/撤退

20年前から直売所ビジネスへ参入

会社概要

本店所在地 千葉県千葉市美浜区

創業 1970年（昭和45年）12月

代表者 代表取締役社長 髙品 政明

事業内容 地域の食の産直プラットフォーム型店舗「わくわく広場」の運営

従業員数 1,692名（2021年９月末時点、パートタイム含む）（正社員・契約社員91名）

沿革

1970年

1980年~

2000年

2009年

2017年

2021年

千葉県木更津市にて創業、事務機器の販売を開始

ホームセンター事業を開始も、在庫・資金繰りに悩まされる

直売所ビジネスに参入

ショッピングモールに「わくわく広場」を出店

店舗数が100店舗を突破

東京証券取引所マザーズ市場に株式上場
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変化に挑み続けるDNAを活かし、

世の中から必要とされる企業を目指します

私たちの価値観

ビジョン 安心と笑顔が広がる世界をつくる

社是

— わが社は常に、お客様に支持され愛される企業でありたい

— わが社は常に、従業員、取引先、株主が共に繁栄できる企業でありたい

— わが社は常に、時代のニーズに対応できる企業でありたい

行動規範

1. 私たちは、社会の一員である自覚を常に持ち、誠実かつ謙虚に行動します

2. 私たちは、個店経営の意識で、感謝と熱意を持って仕事に取り組みます

3. 私たちは、取引先をはじめ、当社に関わる全ての方に対して公平に接します

4. 私たちは、変化に挑戦し続けることで、時代のニーズに素早く対応します

5. 私たちは、より高収益な企業を目指し、創意工夫を繰り返します



Copyright (c) TAKAYOSHI, INC. All Rights Reserved. 4

「地域を結ぶ直売広場」

わくわく広場のコンセプト
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わくわく広場は、委託販売スタイルの食のプラットフォーム

わくわく広場のビジネスモデル

生産者 お客様

（流通総額）

集客力のあるショッピングモール内の区画に当社がテナントとして入居

登録すれば、生産者は自分で値付けして陳列・出品できる

レジや清掃などの店舗運営業務をわくわく広場が行う

当社から生産者へは、お客様が買われた商品のみ仕入れて翌月お支払い

レジ売上と仕入支払の差額の純額のみを当社は売上として計上
(流通総額)
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生産者にとってのメリット

生産者は、低リスク・低投資で新たな収益チャンスを試せる

6

出品に際して、登録料・保証料・年会費は不要

契約制ではなく登録制
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わくわく広場は、小売業ではなく、

“リアル×プラットフォーム”のサービス業

わくわく広場のポジショニング

ECサイト

・〇〇市場

・〇〇モール

わくわく広場

産直プラットフォーム型店舗

食品スーパー

コンビニエンスストア

リアル

WEB

仕入 プラットフォーム

ネット通販
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成長戦略の考え方

プラットフォーム成長の鍵は「場」と「ユーザー」の拡大

8

店舗数 × 出品生産者数 ＝ 流通総額

わくわく広場に
とっての「場」

わくわく広場にとっての
「ユーザー」

小売業的な発想ではなく、供給サイドをいかに刺激できるかがポイント

客数 × 客単価 ＝ 流通総額
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2022年９月期第１四半期
ハイライト
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業績サマリー

10

営業収益

1,626百万円

流通総額

主要な経営指標（KPI）

店舗数 登録生産者数

127店舗
（前期末より10店舗増）

24,162件
（前期末より646件増）

5,508百万円
（前年同期比+19.5％）

+18.9%(+258百万円) 25.5％

営業利益

272百万円 +53.2%(+94百万円) 34.0％

前年同期比 (増減)

前年同期比 (増減)

進捗率

進捗率
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四半期ごとの流通総額と営業利益の推移

2021年９月期 2022年９月期
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店舗と登録生産者の拡大に加え、既存店も好調に推移

流通総額（GMV）の増加に伴い、営業利益が増加

流通総額（右グラフ）

単位：百万円

営業利益（左グラフ）

単位：百万円

流通総額 ：店舗におけるレジ通過額のほか、値札シールの販売代金や不動産賃貸収入等を含む総額の全体売上高
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PLハイライト
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（単位：百万円）

■事業規模は順調に拡大

新規オープン店舗が順調に売上と利益を獲得。既存店も流通総額が増加したため、
全体として営業利益が増加。

2021/9期

1Q実績

2022/9期

1Q実績
変動率

通期業績

予想
進捗率

流通総額 4,607 5,508 +19.5% 21,952 25.1%

営業収益 1,368 1,626 +18.9% 6,366 25.5%

営業利益 177 272 +53.2% 801 34.0%

経常利益 168 246 +46.5% 774 31.9%

四半期純利益 96 133 +38.0% 429 31.0%
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主要な経営指標

13

2021/9期

1Q実績

2022/9期

1Q実績
変動率

通期業績

予想
進捗率

流通総額(百万円) 4,607 5,508 +19.5% 21,952 25.1%

出店数（店） 5 11 +120.0% 25 44.0%

新規登録生産者数（件） 662 646 -2.4% 3,600 17.9%

■予定していた新店舗が順調にオープン

既存店周辺での新規出店が多く、既存の生産者の販路拡大となる傾向であったため
新規登録生産者数は若干伸び悩んだものの、流通総額は順調に推移



Copyright (c) TAKAYOSHI, INC. All Rights Reserved. 14

当社業績を支える既存店の流通総額

14
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120%

既存店の流通総額昨対比率

緊急事態宣言発令

コロナ禍を経て新しいマーケットを創出・創造して

消費者の支持を得た既存店が当社業績を下支え

※既存店：集計時点でオープン月を除き12ヶ月超営業している店舗

2020年5月から19ヶ月連続で

前年同月比が100％超
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年間新店目標 25店舗中 11店舗の出店を完了
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単位：店

店舗数の推移

地域
当期

オープン数
当期
閉店数

関東地方 6店舗 ー

中部地方 1店舗 ー

近畿地方 2店舗 ー

九州地方 2店舗 1店舗

合計 11店舗 1店舗

2022年9月期
１Q



Copyright (c) TAKAYOSHI, INC. All Rights Reserved. 16

新店及び既存店においても、新規の生産者開拓に尽力中
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累計登録生産者数の推移

単位：件

登録生産者数：「わくわく広場直売所会」へ登録された生産者の各期末時点の件数

2022年9月期
１Q
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PL前期比較
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（単位：百万円）

2021/9期

1Q実績

2022/9期

1Q実績
増減 変動率 主な理由

流通総額 4,607 5,508 +900 +19.5%
・新店稼働による増加(前2Q以降新店)

・既存店における増加(弁当・惣菜部門の伸長)

営業収益 1,368 1,626 +258 +18.9% ・流通総額の伸びによる増加

売上総利益 1,164 1,450 +286 +24.6% ・流通総額の伸びによる増加

売上総利益率

(流通総額ベース)
25.3% 26.3% +1.0pt - ・2021年9月より弁当・惣菜部門等の仕入原価率を変更

販管費合計 1,044 1,234 +189 +18.2%

・新店稼働による増加

・流通総額増による変動費の増加

・上場に伴う費用増加

・外形標準課税見込み額の新規計上

営業利益 177 272 +94 +53.2%

営業利益率

(流通総額ベース)
3.9% 4.9% +1.0pt - ・売上総利益率の変動に伴う増加

経常利益 168 246 +78 +46.5% ・上場関連費用16百万円を営業外費用に計上

税引前四半期純利益 153 238 +85 +55.4%

四半期純利益 96 133 +36 +38.0% ・留保金課税見込み額の新規計上
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わくわく広場は、

農産物直売所ではなく、“地域の食のセレクトショップ”

販売商品の構成比の推移

野菜・果実

30%

野菜・果実

26%

弁当・惣

菜・パン類

31%

弁当・惣

菜・パン類

35%

加工品等

23%

加工品等

25%

その他

16%

その他

14%

2021/9_通期 2022/9_1Q

販売商品の構成比

△4%

野菜・果実 加工品や弁当・惣菜などが伸長した
ことにより相対的に割合が減少。

飲食店のお弁当や惣菜の伸びに加え
和・洋菓子といった加工品も伸長

加工品
弁当惣菜

+6%
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当社の51回目の設立記念日である2021年12月24日に当社は東証マザーズに上場いたしました。

今後も地域の食のプラットフォーマーとして、「わくわく広場」の店舗展開を続けるとともに、販路を

求める地元生産者に新たな収益機会を提供することで、地域経済の活性化に貢献し

「安心と笑顔が広がる世界をつくる」という当社ビジョンを実現してまいります。

東京証券取引所マザーズ市場に上場
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2022年1月26日に当社は㈱千葉銀行と生産者の紹介に関する業務連携についての覚書を締結いたしました。

本連携を通じて、プラットフォームの「ユーザー」である新規登録生産者数を増やすとともに、

「地域の食のセレクトショップ」としての「場」をさらに充実させ、企業価値の向上を図ってまいります。

今後の生産者獲得強化に向けて㈱千葉銀行と業務連携

千葉銀行

千葉銀行のお客様である

農家や飲食店など
（当社にとっての登録生産者候補）

当社

①わくわく広場の仕組みをご案内（千葉銀行→お客様）

②わくわく広場への登録に興味を持ったお客様の連絡先を

ご本人許諾の上で当社に連絡（千葉銀行→当社）

③当社担当者が登録についてご説明（当社→生産者様）

④希望する生産者の方はわくわく広場に登録し、

自分のペースで出品

①

②

③

提携スキーム図

(写真左) ㈱千葉銀行 取締役専務執行役員:山﨑清美様、
(写真右) ㈱タカヨシ 代表取締役社長:髙品政明

④
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事業の特徴
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小売業との収益性の比較

「見た目は同じ」だが、収益性が違う

わくわく広場（タカヨシ）食品スーパー（各種食料品小売業）

14.4％1.4％ ROA
（営業利益）

ROA
（営業利益）

（2021年９月期 営業収益ベース）
出典：株式会社帝国データバンク「全国企業財務諸表分析統計 第63版」

営業利益率 0.6％ 営業利益率12.5％
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調達形態別構成比

仕入商品はほぼ無し 委託販売型であるため、キャッシュ先行型

23

キャッシュ・コンバージョン

・サイクル（CCC）

＝▲16.4日
※2021年9月期

2021年９月期の店頭で消費者に販売された商品（金額）の内訳

キャッシュ・コンバージョン・サイクル（CCC）とは…

仕入債務発生から売上債権回収までの資金回転日数のこと

この値が小さいほど現金回収の効率が良いとされている
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シンプルな店舗運営が生むローコストオペレーション

一般的な流通小売業の店舗オペレーションはほぼ発生しない
店舗はレジ、接客、商品・売り場管理、生産者コミュニケーション
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ローアセットが生むローコストオペレーション

“ローアセット”×“ローコスト”＝“高収益”の直売所モデル

在庫が無い 設備投資が少ない1 2

店舗内装

平台と冷ケース、レジ等

1

2
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息の長いビジネスモデル

店舗周辺で“ローカルサプライチェーン”が構築され、“顧客認知”が徐々に進む

既存店の売上高推移例

オープン後３年間で

店舗の流通総額は３倍に
徐々にお客様・生産者に認知されることで

徐々に売上が伸長

売上が伸びるにつれ、生産者や商品が増える

そのことによりさらに認知が進む

※一例であり、すべての店舗に当てはまるわけではありません。
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収益性が高い理由

わくわく広場は「小売の常識」を覆すオペレーションを実現

登録型委託販売スタイル

生産者が値付け、陳列

「欠品は悪ではない」ため、

チラシは打てない

店舗構造、店舗運営は

極めてシンプル

キャッシュ先行/在庫リスクなし

流通コスト

広告宣伝費

店舗運営コスト

1

４

３

2

ローカルサプライチェーン 売上は徐々に上がる５
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参入障壁 その１ ～小売業との思想の違い～

“プラットフォーム型BtoCビジネス”の価値観で、事業を運営しています

28
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参入障壁 その２ ～多店舗展開の強み～

直売所をネットワーク化することによる安定性の確保＝参入障壁

29

※物流センター

一部の地域で当社が運営している

生産者の商品配送を代行するサービスを

実施している拠点です。
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コロナ禍と当社業績

コロナ禍は「地域の食の産直プラットフォーム」化を後押し

野菜・果実販売額

弁当・惣菜販売額

緊急事態宣言発令

単位：千円

事業コンセプト再定義
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ディスクレーマー

31

• 本資料の作成に当たり、当社は当社が入手可能な情報の正確性や完全性に依拠し、前
提としていますが、その正確性あるいは完全性について、当社は何ら表明及び保証す
るものではありません。また、発表日現在の将来に関する前提や見通し、計画に基づ
く予想が含まれている場合がありますが、これらの将来に関する記述は、当社が現在
入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、当社とし
て、その達成を約束するものではありません。

• 当該予想と実際の業績の間には、経済状況の変化や顧客のニーズ及びユーザーの嗜好
の変化、他社との競合、法規制の変更等、今後のさまざまな要因によって、大きく差
異が発生する可能性があります。

• 本プレゼンテーション資料・データの無断転用はご遠慮ください。


